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内容：

我々の身の回りには積極的には食用としない農業系副産物（農
業残さ）が多数存在しています．飯塚研究室では，比較的まとまっ
て多量に入手できる米糠，籾殻および大豆の表皮に着目し，それ
らをうまく利用した機能性素材の開発を目指しています．

植物には，天然の多孔質構造と少量のミネラル成分が含まれて
います．当研究室では，企業と連携して，左図上部に示すような製
造工程に基づいて多孔質炭素粉体を製造しています．石油由来で
はない，植物由来の炭素粉体です．これらを機能性フィラーとして
ゴムやプラスチックに配合し，機能性複合材料を作製しています．

製造した炭素粉体には，通常の炭素が持つ軽量・高潤滑性・高
導電性等の特性が保持されています．そこで，良好な潤滑性を利
用した摺動部材，高導電性を利用した帯電防止材や電磁波シール
ド・吸収材料としての利用が期待されています． 左図下部に，電磁
波のシールド性と吸収性を示します．100MHz 程度のラジオ周波
数帯で40dB以上のシールド性が得られます．また，高周波数域で
の電磁波吸収性にも特長があります．
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天然素材由来炭素粉体を活用した電磁波シールド・
吸収材料の開発
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